
業種別労働災害発生状況

（平成16年までは労災保険データ、平成17年からは労働者死傷病報告による｡ ）
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 平成24年の労働災害（休業4日以上）を業種別で見ると、製造業が18.5%、建設業が

16.2%となっている。 

  また、第三次産業の占める割合が増加しており、43.0%となっている。 
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